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市の学校再編・準備は着々と
～統合校開校まで、西部地区はあと2年/東部地区はあと3年～
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統成人語

西部（葉山中学校区）
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小中9年制の「義務教育学校」
名称は「葉山学園」に決定済
開校は、2年後の令和10年4月

現在の葉山中学校校舎を活用し、リノベーション型
の改修を行い、小中一貫の義務教育学校に再編

令和6年5月に出された「村山市学校統合基本計
画」では、令和10年4月に、現在の葉山中学校
校舎を改修したうえで、大久保小・冨本小・戸
沢小・富並小、そして葉山中の5校が「義務教育
学校」として統合する内容で策定されました。
これを受け、同6年7月、西部地区の「統合準備
委員会」が発足し、村山市初の義務教育学校の
開校に向け、様々な準備が進められています。

東部地区は、楯岡小・西郷小・袖崎小の3校が、
令和11年4月に、現在の楯岡小学校校舎に統合
することとなりました。（「統合基本計画」）
東部地区の「統合準備委員会」は、西部地区の
1年後の令和7年5月に発足し、統合小学校のス
ムーズな開校に向け、準備を着々と進めていま
す。なお、新しい「学校名」は、アンケート調
査等を経て、現在、審議中です。

東部（楯岡中学校区）

現在の楯岡小学校校舎に統合（必要な施設整備や
改修等は実施）し、「従来型小学校」として再編

小中連携型の「統合小学校」
名称は、現在 検討中

開校は、3年後の令和11年4月

【優先順位ファースト（1stプライオリティ）】を考慮しながら準備を進めています
ふりかえり



未来の「ひと・まち・しあわせ」を育む
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▮ 村山市の小学校等統合再編に向けた動き（レビュー） ▮

【表】村山市の学校統合・再編にかかる主な動き（市制発足以来）

全国的に児童生徒数が減少し、学校再編
が進んでいますが、村山市においても、昭
和29年の市制施行以来、数年間は人口が増
加しましたが、その後は、人口が減少に転
じ、それに伴い、児童生徒数も減少傾向と
なりました。
中学校は、市合併当初は、山ノ内中学校

を含め7校ありましたが、平成16～17年に
かけ、市の西部・東部の各1校に再編され
現在に至ります。
小学校は、市制発足以来、基本的に旧町

村（8地域）に1校が配置され、これまでき
ました。しかしながら、児童数の減少に伴
い、複式学級などが増えてきたことから、
適正規模や配置を検討するとともに、将来
に向け、望ましい学校の在り方を検討して
きました。その結果、令和10年に西部地区
の小中学校全校が統合し「義務教育学校」
に再編、東部地区は、3校の小学校が令和
11年に統合再編することとなったものです。

※上記の№8以降が、今般の統合計画に直接関係しています。令和6年以降、準備委員会を設置し、市民委員も
交えながら、広く意見を募るなどオープンな議論を心掛け、統合に向けさまざまな準備を進めています。

[発行] 村山市教育委員会 学校教育課・学校統合推進室 ℡：0237-55-2111（内329）M

よりよい教育が受けられるように 【学校の適正規模・適正配置・よりよい教育環境整備】

村山市・村山市教育委員会では、子どもたちが、よりよい教育環境のもとで教育を受け、学校生活が送れるよ
うに、そしてまた、村山市で教育を受けたことを誇りに思えるよう、今後も、市としてベストを尽くし、統合
に向けたさまざまな準備を進めてまいります。
その結果、村山市では、3年後の令和11年度には、小学校1校、中学校1校、義務教育学校1校の3校体制とな

る予定です。

［図］村山市の発足を起点とした児童・生徒数の推移を表わすグラフ

№ 年度 （西暦） 項 目（主な動き） 備  考
1 昭和29年 (1954) 9小学校7中学校でスタート 昭和29年11月～30年1月：村山市発足
2 昭和34年 (1959) 富並中と山ノ内中が統合し「大高根中」発足
3 平成16年 (2004) 東西の統合中が発足（新葉山中(H16）/新楯岡中(H17）） 数年前より統合に向け協議（3校案→結果2校案に）

4 平成20年 (2011) 山ノ内小学校が富並小学校に統合
5 平成23年 (2008) 「小学校の適正規模・配置基本方針」策定 （8月）第1期適正配置計画(H23-27)
6 平成26年 (2014) 大倉小学校が楯岡小学校に統合
7 平成28年 (2016) 「小学校の適正規模・配置基本方針」策定 （5月）第2期適正配置計画(H28-R2)
8 令和2年 (2020) 小学校適正配置検討（将来の小学校の在り方に関する検討委員会：全7回） R元年12月：諮問→R3年2月：答申（4つの柱）

9 令和3年 (2021) 市小中未来スクール構想会議（全5回） 座長：山形大学出口副学長
10 令和5年 (2023) 小学校適正配置計画策定員会（全9回）諮問→答申 全体会・視察等も実施/計画の柱（3本柱）
11 令和6年 (2024) 統合準備委員会発足（西部R6年7月）（東部R7年5月） 西部：R10年統合/東部：R11年統合


